












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































鷹く1・・ オキ オイ オク オケ オケ
行ぐ イガ イギ ・・旨グ イゲ イゲ
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ﾅ消形 命令形 連用形 仮定形 音便形（剛
…　…　…　榔　…　帽　醒　｛　…B～稼。｝
1a（wa）～○e’vV（’e）　　o?～ノjo（i） 圭～○ la～⑤a
nak6｝・・一・1・… nak合 陰ak量 　（獅≠渠 　’　・高≠P
kak6｝　　　　　i@　　　　　kakゑ kake kake kaki 　　へ級魔求Ca k会i
c“96 　　　’bUga～cuga　　　ノbUge 　　　’b鞠e 　　9bUgI@　　　　】
　　（，　，cugJa C6i
　　　ノR090 　　　’獅nga n6刃e 　’獅nge 　　　「獅盾X1 　　（獅Ugla n6i
tob6toba～tobatob芭 tob6 tobl 　（狽盾b鰍 　　　to















































































































k｛Nki ki呈 　り　　kd’j6 ki 　　k至’1ゑ






??（??? 　ノse～se see se弓6




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































i来る） ＝Z（ノ キ～ キ～
キ～レ。（～）し～　　　1　　　｝
コイ（～） コ（一）i～）’



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【????? ? ? ????????』??????































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































? ? ? ??
????????????????????
ア???? ? ?????
?
????
????
?
???
琉
?
ぬ驚
?
男?為
?
鹿児島曝季量こア島
　　　　nuu　nuwa．N　nuwoo
　　　　juu　iwa｝’　iwoo
　　　　kuu　kwaN　kwoo
kooragu　kooragaN　kooragoo
　　　oegu　oega）T　oegoo
　　　kogu　lcogaN　kogoo
　　orabu　orabaiN’　oraboo
　　　tobtt　tobaN　toboo
　　asubu　asubaN　asuboo
　　　aQpu　aQpaixT　aQpoo
　　karnu　kamaiT　kamoo
　　　jomu　jomaN　jomoo
susumu　susurnaN　susumoo
　　l〈umu　kumaN　kumoo
　　　tacu　tataN　tatoo
　　　tortt　toraN　toroo
　　　keru　kera）　keroo
　　　　oru　oraN　oroo
　　　　a職　（聡aka）　ar◎o
　　okiru　okiraN　okiroo
　　　m三ru　　　miraN　　　　m呈rOO
　　　neru　neraN　neroo（：，ei，i　iiellil，　”；ii．c
　　　zuru　deN　deroo
　akuru　akeN　akjoo
　　ujuru　uets’　ujoo
　sinuru　sinaN　sinoo
　　　suru　seN　sjoo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j
1〈oorage　k rageba　kooragi一　kooraade　／
　　　nue　nueba
　　　　ie　ieba
　　l〈we　kweba
　　oege　oegeba
　koge　1〈ogeba
e　orabeba
　tobe　tebeba
be　asttbeba
　　aQpe　aQpeba
　kame　kameba
　jome　jomeba
su me　susumeba
e　kurpeba
　　tate　tateba
　tore　tereba
　　！〈ere　kereba
　　　ore　oreba
　　　　一　areba
　okire　okireba
　　mire　mireba
驚｛燃1
…e｛器1｝
・・eeoa盤：器｝
　　　uee｛二u」こ1：：包：i｝
・・　｛S窒翻｝
seeoSl畿｝
　　　　nii－　　nuute
　　　　　コ　　　　　　　ll－　　　　juute
　　kwii・　　kttte
　　　◎egi－　oeede　lガ5
　　　k。gi．　keed。！
Ol：1：：0器：〕
　　　　　　　　　　　　　　　　〉バ5
　　asubi．　asuude　l
。QP、一　＿／
　　kami－　　koode、・。m・．・。。d，し5
月?E盤／
　　　taci－　　taQte｝タ5
　　　to「i．　　tOQte｝ラ5
　　　keri－　keQte｝下1
1；1：1911｝・変
｛。盤｝・・・…｝上・
｛m巽：：｝m…｝上・
｛訓。。，e
　　　　　　　　　f
　　　　ne一ノ
　　　　…d…1下2
　　　ake－　　alcete
　　　　・e一・…／
　　　sini－siNde　）ナ変
　　　　　　　　　　　　　　　∫
　　　　　・・S・t・｝サ変
〈来る＞　　　kuru　　kor　　koO
〈　き一まず＞kaki－moosu－moosaN　一moosoo
〈書か一る〉：2kaka－ru　－rex　－noo
〈逃げ一らる＞23nige－raru－rareN　－rar］OO
liぎ嘉・一k・k・・jar・一一j・・al　一」ar・・
〈打た一れる＞2‘uta・ruru　－rex　　－rjOO
li・ilil｛Viic－o．g“2－s6　nige－raruru　一rareN　一rarjoo
禦”せka・a一・…　一se・一sj・・
iitlt7did＞“’2r＄　age－sasuru　一saseir　一sasjoo
〈だ＞2δ　　　Z：a（zja　naka）zaroO
〈ようだ＞29　　gotaru（gotaa　naka）
　　　丈　法
　　　　　　　　…｛k要畿｝
　　　　　　一mo se　一mooseba
　　　　　　　　　謳1謙
　　　　　　　　　　　一rarureba／一［
　　　　　　　　　　　一rareebaj
　　　　　　　－jare　一jareba
　　　　　　　　一・ee鷹1｝
　　　　 　一 are・｛層モ翻
　　　　　　　　一｛璽糊1｝
　　　　　　一・a ee膿鑑｝
　　　　　　　　　一　zjareba
got roo　一　gotareba
353
　　　・・・・…｝・変
一moosi一　一moosite
　　　鱒re齢　　　　　讐Qte
一rare一
一jari一
一re一
一re一
一se一
一raQte
づaQte
一rete
一rete
一sete
一sase一　一sasete
　　こ注記〕以下に，参考蕃暇ならびに調査しえた同じ活用の型を有する語をかかげる。
　なお，上配の活用の型の種類は，不規劉な活用をするものを除き，少数の活用の原則の
組み食わせによって，いっそう整理して示すことができよう。調査がそれらの組合わせの
すべてを尽していないので，ここでは原資料のままかかげる。
??????????????????????同型の語：aku〈開く〉，　aku〈飽きる〉，　kawaku〈乾く〔新］〉など。
同型の語：hiku〈引く〉，　ariku〈歩く〉，　sariku〈うろつき歩く〉など。
過去の終止・遮体形はita〈行った〉
属型の語：nuku〈脱ぐ〉，　doozuku〈騒ぐ〉，　suku〈好く〉など。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s同型の語：sasu〈咲く〉，　kasu〈貸す〉など。
同型の語：otOSU〈落す〉など。
同型の語：hOSU〈干す〉など。
罵型の語：oo〈会う〉，　hiroo〈捻う〉，　utoo〈歌う〉，　aroo〈洗う〉，　naroo〈習う〉．
　moroO〈もらう〉など。
9。同型の語；SOO〈沿う〉など。
10．音便形はkuuteともいう。
11．同型の語：jobu〈呼ぶ〉など。
12．子供の用いる語。
13．同型の語：tatamu〈畳む〉，　hasamu〈はさむ〉など。
　354　　　　　　　　　　　　鹿児島県種子島
三4．同型の語：nomu〈飲む〉，　tanomu〈頼む〉，　kaakomu〈買し・こむ〉などσ
15．同型の語：kacu〈勝つ〉，　mocu〈持つ〉，　ucu〈打つ〉など。
16．同型の語：iru〈入る〉，　uru〈売る〉，　jaru〈遣る〉，　karu〈借りる〉，　naru〈鳴
　る・成る〉，huru〈降る〉，　kiru〈切る〉，　ozjaru〈いらっしゃる〉，　okurjaru〈下さる＞
　ukaru〈浮く〉，　modoru〈帰る〉など，ほか多数。
17．周型の語二ik三ru〈生きる〉，　abiru〈浴びる〉，　Oziru〈下りる〉，　imiru〈（たいた飯な
　どが）ふえる〉など。
18．同型の語：鷺irU〈煮る・似る〉，　kiru〈着る〉など。
19．周型の語；niguru〈逃げる〉，　aguru〈上げる〉，　makuru〈負ける〉，　huQcuru〈捨
　てる〉，UQsuru〈捨てる〉など。
20．同型の語：nijuru〈煮える〉，　mijuru〈見える〉，　kojuru〈越える〉，　hujuru〈ふえ
　る〉、ajuru〈落ちる〉など。
21．同型の語：siNzuru〈信じる〉など。
22，24．26．‘5段’的な活用をする語に付く。
23，25，27．‘2毅’的に活用する語，‘力変’の語につく。suruは，23．　seraru，25．　sa・
　ruru　27．　saSuruとなるようである。
28過玄の終止・連詠形はzjaQta〈だった〉，現在の仮定形2はnaroo（ba）〈なら（ば）＞
29過去の終止・連体形はgotaQta〈ようだった＞
　1．2　動詞の形態論的構造
　次に，動詞の形態論的構造の大要を，その構文論的舞岡に触れながら，主と
してkaku〈書く〉を例として述べる。
　一（ハイフン）はそれの付いた形が付属形式であることを表わすQ／／はそれの
付いた形が一定の活用を行い，かつそれらの活用形の代表としてあげてあるこ
とを表わす。
（1）時・橿・肯定否定
　この方欝において動詞はまず，時（現在：過去），桐　（普通：進行：完了），
肯定：否定の三つの対立とその組謡わせを膚するのが普通である。
????????????
　t／tth
　普　通
kaku／f
kaata／／
1〈akaN／／
kakaxzjaQta／／
　　　根
nv．．．．．．一．一．t　x．nv．rm．
　進　行
kakioru／／
kakioQta／／
kakioraN；’／／
kakiora．NTzjaQta　／／
これらの形は，それぞれ一群の活用した形をもっている。
完十
雛脇，｝肯定礎
lll器偏“｝否遷
　　　　　　これらのうち，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丈　法　　　　　　　　　　　　　　　　　355
kaku〃，　kaata〃，　k：akaN〃，　kakaNzjaQta〃について，そのおのおのの群に属
する形式を次に．かかげ．る。進行および完了の系列はoru／／〈居る〉に準ずる活
用をし，かっ普通の系列から形を類推できるので省略する。なお，完了の系列
は2語に分かれた表現（kaate　oi’u／f，　kaacaa　oraNzjaQta〃などの形）も可能
である。また，時の対立をもたない形式は便宜上現在の欄に，肯定否定の対立
をもたない形式は肯定の欄に入れた。
　　　　　　　　　　　kal〈u／／　kaata／f　kakats’／／　kakatsTz」aQta／／
重．文を終らせるのが普通である諸形式
　1．終止・連体kaku　　　　kaata　　　　l〈aka、NT　　　　kakaNzjaQta
　2．意志・推澱kakoo　　　kaataroo　　kakumaa　　kal〈aNzjaataroo
　　　推燈［老コ　kakoozu　　kaataroozu　kakumaazu　　kakaxzlaQtaroozu
　3．命令　　　　　　kake　　　　　　　－　　　　　　　　　　　kal〈ttna　　　　　　　一一・・一
ii．種々のしかたで動講・形容詞に統合されるのが普通である諸形式
4．‘連解
5，仮定1
6。仮定2
7Ji痕説づ重垂説
　など
8一音便’
9．並列
10，係結の結びkake〔老］
　　　（kaatareba，
　　　｝．こをま　一baQteka
　．動詞は，例外を除き
って類推すれぽよい。
（2＞動詞のその他の形態論的範騰
　　．動詞はさらに，
形態論的な対立とその組み
外をのぞき，（i）で述べた時・柑・肯定否定
後に接尾されるものから順に述べる。
　④　丁寧　kaku〃〈書く〉：kakimoosu／／〈書きます〉
kaki一　一　一　一1〈akeba　kaatareba　kaka！’ba　kakatsTzjaQtareba
kakunaroo（ba｝　lcaatanaroo〈ba）　lcal〈atsTnaroo｛ba）　kakadyTzjaQtanarooCba｝
kal〈ukara　1｛aatakara　kakaNkara　kakatsTzjaQtakara
kal〈ubaQte　kaatabaQte　kakaNbaQte　kakar’zjaQtabaQte
kakuga　1〈aataga　1｛aka，yga　kalgaNzjaQtaga
kaate　一　1〈akai’zii　一
kaatari　一　kakaNzjaQtari　一
　　　　　　　　　　一　kakane　一
　k kaNzjaQtareba｛・鼠kaataiba，　kakaNzjaQtaiba　ともなる。一baQte
　　，一baQtemo，一baQtekam◎などの形もある。）
　　　　　　これらの諸形式を有する。その作られ方は重・1の表によ
　　　　　　　（用法などについては1・24で述べる。）
　　　　　　　　　　　　　；fif
　　例外をのぞき，次のような諸種の接尾形式を付すことより，
　　　　　　　　　合わせとを作る。そして，それらのそれぞれは，例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に属する諸形式1、r）10．を有する。
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　（kaku／／：kakimoosu／／とし・う場合には，たとえば，　kakaN：kakimoosaNの
対立，kakioQtanarooba：kakiorimoosltanaroobaの対立などをすべて含む）
　（u）　尊敬　kaku／／：kak：aru／／：（o）kakijaru〃〈お書きになる＞
　kakaruは非常に軽い尊敬の意またはやや軽蔑視・疎外視した意を表わす。ま
た，1・2人称には用いない。例，wazawaina　eo　kak：aru　moN　zja．＜変でこ
な絵をお醤きだよ。〉
　（kaku〃：kakaru／／：0kakijaru／／という場合には，たとえぽ，　kaatareba：
kakaQtareba：oka短laQtarebaの対立，　kakimoosita：kakaremoos圭ta：
okakijarimoositaの対立などをすべて含む。以下これに準ずる。）
　なお，謙譲には，moosiagemoosu〈申し上げます〉，　tazuneagemoosu
〈お尋ねします〉のように，一age一を用いる言い方がある。　また，語彙的な尊
敬語の例としては，ozjaru〈いらっしゃる〉　（oru，　kuru，　ikuに対する），
wasuru〈いらっしゃる〉（kuruに対する），　gozaru〈ござる〉（aruに対す
る），okurjaru〈下さる〉・tamooru〈賜わる〉，（kururu〈呉れる〉に対する），
oagaru〈あがる〉・mesiagaru〈召しあがる〉（kuuに対する）などがある。
　Vx）受身・可能　kak：u〃：kakaruru〃〈書かれる〉
　この形が可能を表わす場合には，動作の対象・手段・材料などについての可
龍に限られる。しかも用いられることは少ない。動作の主体の可能（すなわち主
体の熊力）を始め可能一一般には，kaklga　naru〈書ける〉，　kakiga　naraN〈書
けない〉，kakii　naru〈書ける［児］〉，kakimo　naraN〈書けもしない〉，emo
kakaN〈書きもできない〉などのように言う。
　また，seraruru〈なさる〉の形は尊敬の意に用いられる。
　←）使役　kaku〃：kakasuru！／〈書かぜる〉
（3）zia〈だ〉とgotaru〈ようだ〉
　動詞｝こ準ずるものとして，zja〈だ〉とgataru〈ようだ　（〈goto÷aru）〉
とがある。
　④zja／／名詞およびそれに準ずるものに続く。否定e＊　zja　naka／／，丁寧は
de　gozarimoosu／／．
　（ロ）gotaru／／　動詞・形容詞の終止・連体形，動詞の意志・推量形（現在・
　　　　　　　　　　　　　　　　丈　法　　　　　　　　　　　　　　　　357
普通・肯定），形容詞の推量形（現在・肯定）に続くほか，名詞またはそれに準
ずるものにnoまたはzjaの付いた形に続く。
：：1：：謝温擁の・5・・so＞
㈱用法と用例
　（1）で述べた諸形武1．～10。のおもな用法・用例を簡単に記す。
　1．　終止・連体形
　‘終止形，と‘連体形’との形の上の区別を有しないので，‘連体的’用法もここ
に含まれる。
　hitoga　kioru．＜人が来つつある＞hitoga　kitoru．〈人が来て（環在ここに）
いる＞kitoQta　hito．〈来ていた人＞daata　tegami．〈出した手紙＞　daata
sikaa　kute　simae．＜出しただけは食べてしまえ＞　ima　kaku　cjuute　sijoQ
toko　zja，＜今書こうとしているところだ＞　kak鷺gotaru．〈書くようだ＞
　kakaN　gotaru．〈諜かないようだ＞　daika　oQta　gotaQta．〈誰か居たよ
うだった＞
　2，　丁丁・推言形
　意志を蓑わすのは大部分の動詞の主として現在・肯定の形である。現在・肯
定の推蚤は，多くの場合，kaata　mONnja〈書くだろう〉などの形で表わされ
る（3・2参照）。また，老人の用いる推量形には，過去にsicuroozu〈しただ
ろう〉，kozaQcuroozu〈来なかっただろう〉などの言い方もある。
　mikaa　ikoo．〈見に行こう＞　noQcii　meQkarimoosoo．〈あとでお覆にか
かりましょう（別れのあいさつ）＞　kataarii呈io　simoosoo．〈交互にゆい（労
力交換）をしましよう＞　kakaNziinjaa　sumumaa．〈書かずにはすむまい＞
atarasikato　zjaroonaa・＜新しいんだろうね＞wagamo　sicurooga．〈お前
もしただろうさ［老］＞　jomemo　moroote　kurjoozu．〈嫁ももらってくれる
だろう［老］＞　ima　kakoo　tomootoQ　toko　zja．〈今書こうと思っているとこ
ろだ＞nakoozii　sijoru．〈泣こうとしている＞　kakoo　gotaru．〈書きたい＞
kwoo　gotaa　naka．〈食べたくはな：い〉
　なお，あいさつの表塊こは，kesoo　meQkarimoosaN．〈お早うございます〉，
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kjoowa　meQkarimoosaN．〈こんにちわ〉，　koNnjoo　meQkarimcvsaN．〈こ
んばんわ〉のような形が見られるQ
　3．命令形
　misete　mire．〈見せてみろ＞　kakasee．＜書かせろ＞　wagoo　kakuna．
〈お前は書くな＞　ozjarimoose．〈いらっしゃいませ＞kaate　okurjarimeo－
se．〈書いて下さいませ〉
　なお，否定の命令形（すなわち禁止の形）は，終止・連体形がruに終る動詞
では，miNna〈見るな〉，　tONna〈取るな〉のような形をとる。
　4．　連用形
　単独で‘中止形’としては余り用いないが，‘反覆形’では用いることがある。
　aN　h圭taa　maa　oogjaa　kwiikwii　tooQte　ikaaee。〈あの人はまあ，さとう
きびを食い食い通って行くよ〉
　複合語の成分となったり，名詞に転化したりする性質を有することはいうま
でもない。
　ga，　mo，　wa，　ni，　koso，　sai，　guraiなどの助詞を従え，また，・kaa〈に〉
一nagara，一δaar圭iぐがてら〉などが付いて，動詞・形容：詞な：どに統食される。
　kakiga　Raru．〈書ける＞　kakjaa　naraN。〈書けばしない＞mimo　seN－
tee．〈見もしないのに＞　kjOOwa　nagarame　Sumil　itaga　tOQte　kuNdoo・
kainaa．〈きょうはとこぶし（あわびの一種）を取りに行ったが，取って来るかし
らねえ〉（sumu＜潜水する，潜水して採取する＞sumii〈潜りに〉はsumi－
kaa〈潜りに．〉ともいう。）　kakikoso　sure…〈書きこそすれ…＞　　das三sai
sureba　jOk：a．〈出しさえずればいい＞　SOgaana　hUruka　iwaa　kwilgurai
iraN．〈そんな古い魚は食べなくたっていい＞　kagoo　katagenagara　kokoN
majoo　tooQta．＜籠をかつぎながらここの前を通った＞　asobidaarii　kimoo－
slta．＜遊びがてら来ました＞
　5．　仮定形1　…（すれ）ぽ
　aasai　seeba　joka．＜会いさえすれ．ぽよい＞　simoeta，　kakaNba　jok：aQta
mono30．〈しまった，書かなければよかったよ＞tegamjoo　daataiba　heN－
ziga　kita．〈手紙を出したところ，返事が来た〉
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　現在・否定の場合には，義務を表わす胴法がある。
　kakaNba　ikeN．〈書かなけれぽいけない＞kakaNba　zja．〈書かなけれぽな
らな：い＞　k：akaNba　zja　tokini　mada　kakaNtoka．〈書かな：1ナれぽならない
のにまだ書かないのか＞　sogaNmade　seNbaka．〈そんな1こまでしなくてはな
らないか＞　ikaNba　zjabaQtekamo〈行かなくてはならないけれども〉など、
　6．　仮：定形2　…（する）なら（ぽ）
　kakunaroo（ba）1〈ake，　kakaNnaroo（ba）kakuna。〈書くなら（ぽ）’書け，
童かないなら（ぽ）書くな＞　konogurai　naroo　jol〈aQta　moNnai．〈このくら
いならいいだろうよ＞
　7．順説・逆説などの形
　oiga　iQkara　joka．＜私が行くからいい＞maQtabaQte　koNzjaQta．〈待った
けど来なかった＞　cuwa　hikii　itaga，　toNdookainaa．〈つわを引きに（蕗を
取りに）行ったが，取って来るかしらねえ＞
　8．　‘音便形’
　wa，　mo，　koso，　karaなどの助詞が続きうる。
　否定にはkakazii［老］の形もあるQ　kakaNziiはそれからの類推iによって生
じた形と思われる。またkakaNde［新？］の形もある。
　cjoomeNni　wajakod　kakarete　darega　jorokobu　moNka．＜帳面にいたず
ら繍きをされて誰が喜ぶものか＞kaate　aru．〈譲いてある＞kakasete　mora－
amoosoo．〈書かせてもらいましょう＞kaacaa　naka．＜書いてはない＞oiga
itatekarade　joka．＜私が行ってからでよい＞　cjaa　nomaNzii　sjoocjuuo
nomela．＜茶を飲まずに酒を飲めよ＞　kakaNziiwa　sumumaa．〈書かずには
すむまい＞sogaN　kotoo　seNziimo　jokaroo　gotaru　moNzja．くそんなこと
をしなくてもよさそうなものだ＞
　　9．　並列形
　　joedari　kaatari（sita）．〈読んだり書いたり（した）＞joodarjaa　seN．〈tt”tiん
だりはしない〉
　　　　　　　　　10．　係結の結びの形
　　前にkOSOを要求する。若い層は老人ほどには種々な形を用いない。
　36G　　　　　　　　　　　　　　　　麗児島購種子誌
　orekoso　sirane，　sekeNno　hitaa　siQtoru　hazu　zja．＜癬分こそ知らないが，
世問の人は知っているはずだ＞　imakoso　kogaN　kogai　zjare，　rr｝ukasjaa＿
〈今こそこうこうであるが，昔は・・一＞　uresjuukOSO　are，　kanasjuuwa．
naka．〈嬉しくこそあるが，悲しくはない＞
　2．形容詞
　2．1活用の型による形容詞の分類
　この方言では，形容詞は，連用形・仮定形1．および係結の縞びの形をのぞ
き，一ka語尾な興するので，活用の型の種類は少なく，連絹形の灘の種類と一
致する6連弓形は，語幹の末羅の母音音素が何であるか，または何であったか
によって知ることができる。
盤饒慢翻旨く熱備く〉’野畑宣，留
　　naNka〈長い〉：nagOO　　　　　　　　tooka〈遠い〉；toO
　　aQka〈赤い・明るい〉：akoo　　　　l　siroka〈白い〉：siroo
　　taQka〈尚い〉；takoo
lll謙譲こ二：：盤、　1撫獣愚。n。，、u、
／hl、k。〈低、、〉，h、k。u　　　／。、era、ik。〈総て、、る〉、。、e，a、juu
　2．2　形容詞の形態論的構造
　動詞での記述に準じて，aQka〃〈赤い・明るい〉を例として，現在と過去の
それぞれに属する諸形式をあげる。
aQkaf／
i文を終わらせるのが普通である諸形式
????????
???????
ー
??
終止・連体
推：量
‘連用’
仮定形1
仮定形2
順説・逆説
など
並列
aQl〈a
aQkaroo
　akeo
　akakereba
　aQkanaroo（ba）
　aQl〈akara
　aQkabaQte
　aQkaga
　aQkaQtari
aQkaQta／／
　aQkaQta
　aQkaQta’too
種々のしかたで動詞・形容詞に総合されるのが普通である諸形式
7．
aQkaQtareba
aQkaQtanaroo（ba）
aQkQtaQkaQtakara
aQkaQtabaQte
aQkaQtaga
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　8，　係結の結び　　akakere
　これらの諸形式の用例を以下に少数あげる。
　1．　終止・連体形
　圭taka（cjuute　orooda）．＜熱い（と叫んだ）＞　joka　teRki．＜いい天気＞
joka　siko　moQte　ikeja．〈いいだけ持って行けよ＞　aQka　gotaru．〈明るい
ようだ＞　suQpari　naka　goto　naQta．〈すっかり無くなった＞
　2．母野形
　mezurasikarooga．〈珍しいだろうさ〉，　aQkaQcuroo．〈赤かっただろう
［老］＞　aQkaroo　gotaru．＜明るいらしい（aQka　gotaruよりも，眼前に二な：い
ものを想像していう気持がある）〉　なお，現在・肯定の推i量はaQkaQta　mON－
nja．〈明るいだろう〉のような形が用いられることが多い。（3・2参照）
　3．　　‘連用ヲ形i’
　akoo（wa）naka．＜赤く（は）ない＞akoo　naru．〈赤くなる＞akoo　goza－
rimoosu．〈赤うございます＞　akoo（ni）site．〈赤くて＞
　4．5．仮定形1・2　（略）
　6．願説・逆説などの形
　taQkakara　kawaN．＜高いから買わない＞　mada　tajorjaa　nakaga　siN’
pajaa　seN．〈まだたよりは無いが心配はしない＞atarasikabaQtekamo　taQ”
ka　gotaru．〈新しいけれども高いようだ＞
　7。　　並三グ匹ヲ｛多　　（略）
　8．　係結の結びの形
　irokeso　kurokere　joka　jomezjoo　zja．〈色こそ黒いが，いいお嫁さんだ＞
　3．助詞
　助詞については，調査資料がことに少ないので，ここでは調査しえた助調の
形，およびこの方言に特徴約な助詞の少数の用例をあげるにとどめる。
3．i　名詞と助詞
　名詞には種々の助詞が付いて，その名詞の構文論上の機能を定め，または意
味をそえる。
　1．ga〈が・の〉，　no〈の〉，　o〈を〉，　oba〈をば（対格をやや強調する助
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詞）〉，ni〈に〉，　sanaa〈へ〉，　kara〈から〉，　made〈まで〉，　to〈と〉，
cjuuteくと（引用）〉，　jori（ka）～」OQka〈より〉，　de〈で〉など。
　2．　wa〈は〉，　mo〈も〉，　koso〈こそ〉，　sai〈さえ〉，　sika〈しか〉，
hagaQca〈しか〉など。
　3．giri〈ぎり〉，　bakari〈ばかり〉，　naNdo〈など，なぞ〉，　basi〈でも〉
　ほかに，to〈の〉，　siko〈だけ（の量）〉，　goto〈よう〉など。
　1．2．3それぞれの区別は，‘格助詞’，‘係助詞’，‘副助詞’の区別にほぼ当た
る。なお，‘接続助詞’といわれる形式，および上記のものが動詞・形容詞に接
した形式については，L2および2・　2を参照。
　これらのうち，wa，　o，　oba，　niは前に来る語の末尾の部分と融合して，次．
のように規劉的に変化する。（obaは。に準ずる）
鐸
㈹｛三s1．
　しum1
・・｛監e
を鑑
cs！hana
　しwaga
㈱｛畿。
　　haru〈．．）！：aurcu
fF’k．u
（ト1
（一1）　ki．y
（リ＞ze“「
　　haa
?
　　seNkoo
ただし，
意味
〈石〉
〈海〉
〈あなた〉
〈舟〉
〈縦〉
〈袖〉
〈花〉
〈お箭〉
〈婿〉
〈塩〉
〈轡〉
〈よもぎ〉
〈肉〉
〈豆腐〉
〈道具〉
〈絹・金〉
〈銭〉
〈灰〉　　・
〈線香〉
　wa
ls］aa
um］aa
oz］aa
hunjaa
tacjaa
＄oz．　aa
hanoo
wagoo
mokaa
siwaa
haraa
hucaa
nikwaa
toohwaa
doogwaa
kinaa
zenjaa
haawa
seNkoowa
　o
isjoo
umjoo
ozjoo
hunjoo
tacjoo
sozjoo
hanoo
wagoo
mokoo
siwoo
haroo
hucoe
nikwoo
toohwoo
doogwoo
1〈inoo
zenjoo
haa（w）o
seNkooo
　nl
ISII
UMII
ozee
htinee
tatee
sodee
hanaa
wagaa
mokee．
siwee
harii
hucii
nikwii
toohwii：
deogwik
kinii
zenii
haani
seNl〈ooni；
　　　　　　1モーラ語の場合には，㈱式に変化することもある。too・wtawrv．
〈濁は〉，tOONta（W）0〈田を〉など。また〈先生〉（SeNSei，　SeNSee）e＆（d），．
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（9）の爾様の変化をする。
‘ga，　llo’@主季各を表浄ブす場・禽㌧の♪：9いブ：翼之，　貢貨：本鷲了ヅゴ欝などとは郵きなり，　鹿児雄鹿
方喬・宮崎市方雷・31：｛京方霞などと似ている。
　iNga　orU．〈犬がいる〉（熊本市方籍‘：iNno　oyu．）
　iNno　OQ　toklaa　toONna．〈犬のいる時は通るな〉
　　属格約に用いる場合はnoが普通であるが，‘人称代名詞’のore〈私〉，　oi
〈私〉，domo〈私（ども）〉，　ware〈お前，きさま〉，　w．aga〈お前＞s　oze〈あ
なた〉などにはgaが付く。Orega，　Oiga，　dONga，　warega，　waaga，　Ozega
など。
　noはNに続くとき以外は，弱まってNともなりうる。
　iNBo　kubi〈犬の首〉，　huneN　ho〈舟の帆〉，．toQpiinoiwono　hisiteebosi
〈飛魚のッ日（hisitee）乾したもの〉
‘sanaa’?ｉｇａｓ圭no　hoosac　naa　ita　hooga　joka．〈菜の方へ行った方がよい〉西
之表の一部（下面など）ではsamaaとも言うようである。
‘kara’basul〈ara　kimoosita．〈バスで来ました〉のような用い方もある。
‘ciuute’bjeoki　zja　cjuute　juuta．＜病気だと欝つた＞sogaana　Nmoo　naka
monaa　kwaN　cjuute　loka．＜そんなにまずいものは食べな．くたっていい＞
dare　zjaQta　cjuute　dekuru　moNka．〈誰だってできるものか＞ima　kakoo
cjuute　sijOQ　toko　zja．〈今穿こうとしているところだ〉
‘hagaQcja’　goNgoohagaQcja　naka．〈5合しかない〉
‘giri’sosikogir圭ka．〈それっきりか〉，　（kojoo　daatagirii　kikaN．〈声を出
したらば承知しない〉のような使い方もある。）
‘na磁。’karaimonaNdaa　kwaNdoo．〈さつまいもなんかは食べないそ〉
‘basi’kazebasi　hiitato　zjarooka．〈風邪でも引いたのだろうか＞　jokamo・
nobasino　goto，　naN　zja　waganoto，〈．偉い齋ででもあるかのように，なんだ
きさま〉
‘to’waagato．〈お前のもの〉，　aNtaNto．〈あんたのもの〉，　ikutol〈a，　ikaN－
toka．〈行くのか行かないのか〉，　oiga　kaatato．〈私が書いたもの〉
　なお，一gatoは金額を表わす語に接尾して〈その額梢当分〉の意を表わす。
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iQseNgato＜！銭分＞
　3，2　交末の助詞
　どのような形式に付きうるかは語によって異なる点がある。ja〈や，よ〉，　jo
〈よ〉，ka〈か（疑問）〉，　kai〈か（疑問）〉，　ga〈が，さ，とも（念押し）．〉，
naa〈なあ，ねえ〉，　wai〈わい〉，　doo（・roo〈ぞ〉，　keru＜（1）そうだ，（2）わ
い〉およびその融会形（kerjaa，　keraa，　keNd◎o，　keNnai），　soona〈そうな〉，
rnONnja・mONnai・　monee〈だろう〉などがあげられる。
‘naa’ 結桾綷ｾの〈ねえ〉に似て，文節末にも，また間投詞としても，非常に
多く用いられる。naa　kinoonaa　kagesimakaranaa　sjuuganaa　modoQte
◎zjarimoositenaa……〈ねえ，きのうねえ，．鹿．児島からねえ，だんなが帰って
おいでになり玄してねえ……〉
‘kerかなど。　kogaN　kogaN　cjuute　iwaQtakeru．〈こうこう鷺われたそ
うだ＞　hunega　ciitaker（j）aa．〈（1）船が着いたそうな。（2）船が着いたわい＞
zjaQtakeNdoo．＜そうだそうだぞ＞　zjaQtakeNnai．〈そうだったんだなあ〉
屈。廟a’など。動詞・形容詞の過表の形に付いた場合，現在の推量を意味する。
　sosikeguraino　tegamjaa　kaata　moneeia．〈それぐらいの手紙は書くだろ
うよ＞　cjaajoQka　sjeocjuuno　hooga　jokaQta　moNnja．〈おi茶より酒の方が
いいだろうよ〉
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　餐筆藩を，①生年，②諜議経歴，⑧学歴・専攻学科，④現職，⑤方欝学関係
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斉藤號七郎（さいとう・ぎしちろう）
　①1908年3月301三1
　②山形県北村山郡（0－19），東京都（19－22），山形県北村山郡（22－29），台湾台北
　S・i・1　（29－38），　［烹1ヲE多県　（38－46），　和β勇ミ月1；Fli！．］ll宙奇賛ぎ　（46一　　）
　③東京高師臨教門欝吾漢交科（1929）；賑諄喬漢文
　④川崎市立商業高校教諭；国立圏点研究所地プブ研究貴・昭和24年一29年（山形県），昭
　和30年一31年（神奈li腺），　II同旨32年（東京都申ll奈川県）
　⑤銘舗i∫村山方言　語彙篇』臼費出版，1934．「山形梁村山方蕎助動詞考」（日本方欝学
　会『f1本の方欝の1941・『繊羽方欝資料叢書　策2集一6集』自費嵐版：，1952－56．
大岩正仲（おおいわ・まさなか）
　①19〔｝9年1月16臼
　②東京都港iLt，一芝田村lll：∫（e　一28），京城（29－33），徳島市（34），菓京都（35一　）
　③京城帝国大学法文学部文学科（1941）；・国語学
　④千葉大学文理学部助教授；国立国語研究所地方研究員・昭和25年一31年（千葉県）
　⑤「方欝語彙」（『幽語学辞典」）1955。「方欝区礒について」ぼ東条操先生古稀祝賀論文
集退）1955，「方欝といふ概念の再吟味」（罫方『髭；6＿昼）1935．
臼　野　資　純（ひの・すけずみ）
　①1926年1月1El
　¢東京都渋谷区（O－5），鎌禽布（5－9），棄京都：1＝…野区（9－10），神奈li際大磯
　町（10一一14），東京都淀橋区（14－19），栃木県郷須郡（19），神奈）E県大磯町（19…22），
　神奈）E県平塚ll∫（22－2δ），神奈；li県田嘆猿市（2S・一27），東京都南多摩郡〔現デ｝三Z）町田
　市〕（27－28），弘前衛（28－32），東京都世lil谷区（32），東京都；i壌雌市（32一　〉
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　③爽京大学文学部羅文学科（1951）；國語学・方蕎学
　④駒択大学文学部助教授；賑泣国語研究所地方研多と員・昭和28年一29年（；神奈川県），昭
　禾033年一34歪詳　（東ガ（同区・ネ申奈月1漿）
　⑤「方言における文法研究の問題点一分析及び記述法を中心として一」（3’国語と国交学』
　361母）1954．「津軽方言と南部方三一青森県貫目の門口一」（『言語生活』77丹）1958・
　「方言文法論の実践一相模方偏を例として一」（『駒沢大学研究紀要』17）1959．
三共隆盛（いわい・りゅうせい）
　①1909年5月18田
　②石川県羽咋郡押水町（G－12），贋川県金沢市（12－21），東京都文京区〔元の小腿川
　区〕（21－25），石川県河北郡津幡lll∫（35一　）
　③東京帝国大学夕：学部欝語学科（1935）；欝語学・方言・手藷量
　④金沢大学助教授；燭立国語研究駈地方研究鍬・昭和24年一31年目繍1際），昭和32年．
　一34年（寓山県・石頬県）
　⑤「石川町欝一その分布と区薩一」（r国語学』第11集）1953・「欝語から見た海士の出
　自」（平凡社『能登』）1955．「白峰（牛堀）の方誓概要」（『石川県石川郡白峰村史資料
　濤帯』）　1959・
野　村　正　良（のむら・まさよし）
　①1914年12月3日
　②菓京都（0－24），満洲（24－26），東京都（26－30），華北（30－32），東京都（32一・・
　36），　名古屋市　（36一　　）
　③東京帝国大学文学部欝語学科（1941）；言語学・蒙古諮・中国語
　④名古町大学文学部助教援；函立国語研究所地方研多毬員・昭和25年一31年（愛知県）
　⑤冒北支山薦及び蒙彊に於ける支那語門脇音め分布に就いて』（帝羅学士院菓亜諸幾族
　調査室，報告会記録第11丹）1942．r張家ロプ∫欝及び包頭方隷こ於ける声類一いわゆる
　繭北諸方欝との一比較一」（銘古屋大学文学都研究論集』10）1955．「三河方欝及び尾張
　方言に関する言語年代的計測値」（r名古崖大学文学部研究論集』14）1957・
和　　田　　　実（わだ・みのる）
　①1919年7月6日　，
　②神戸市垂水区（0－20），東京都（20－24），神戸市垂水区（24一　）
　③国学院大学圏文学科（1942）；圓語学・アクセント
　④二一大学文学部講師；国立国語研究所地方研究貴・昭和25年一34年（兵庫泉）
　⑤「高砂」（近畿方言双書1『東条操先生古稀祝賀論文集の1955・「兵庫」（NHK隣春
　講座4『方言の旅の1956．「丁幾アクセントー猫と庄三と二人のをんなを例に一」（掴
　語文化遷第4巻1・2号）1944．
西　宮　一・民（にしみや・かずたみ）
　①1924年7月18蕪1
　②奈良嬢桜井市多目峯（0…12），奈良市（12－17），耕勢市（17－20），豊｛喬i・is（20一
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　21），京都t’1－i（21－24），奈良県桜井衛威重（24－26），大阪繕枚岡市（26一　）
　③遼都大学文学部文学科（1949）；国語学・騒文学
　④帝塚［il学院短期大学助教擾；i選泣1調語研究所地方研究員・昭和28年一34年（奈良県〉
　⑤r近畿方欝調釜瀬』（近畿方露学会）1957．「奈良県方面翻ヒ区薩線」（近畿方霞双濫1
　二条操先生古稀祝賀記念論文集』）1955・「奈良県方讐の待遇表現」（『畷語学滋36輯）1959・
村内英一（むらうち・えいいち）　　　　　　　　　　■
　①1919年3月1臼
　②三重県上野市（0－6），火阪市（6－22），広島了1∫（22－25），和歌【1巨1∫（25一　）
　③広島文理科大学文学部圃声門文学乖三1（1943）
　④和歌山大学助教授；国立蟹田研究所地方研究鑓・昭和28年一34年（和歌i．．L腺）
　⑤「否定表現の語法」（糠条操先生古稀祝賀論文集』）1955・鋤f今三態の表現」（『和歌山
　方欝』2）1954．r：文末助詞の考察」（郵和歌山大学学芸学：萄1研究紀要』3）1953．
杉由正世（すぎやま・まさよ）
　①1899年4月1．0日
置②埼玉県北埼玉郡（0－6），岡県南埼玉郡（6　一11），阿県川越市（11－28），愛媛県
　ノi到桑君IS　（28－34），　li罎夢艮讐㌶ラFl：l　lfみ響∫　（34－39），　隅県∠》治社ぎ　（39一　　）
　③埼玉梁師範学校（1919）；国諮学・方言学
　④愛媛県立今治工業高等学校講師；脚立園語研究所地方研究員・昭和25年一34年（愛媛
　累）
　⑤陵媛県周桑郡丹原地方洋語集』1930・「謂痢方翼章区の設定について」（愛媛国語構文
　学会『愛媛羅文研究の1954．「愛媛方需における1三Fl種系統アクセント」（愛媛圏語国文
　奪：会　『愛な愛種轟文子薩多ヒ』＞　1955．
糸　i拝　寛　一一（いとい・かんいち）
　（1．’）1917．／t’IZ　1　N　8　III
　②大分県臼杵市大字海添（G　一17），広島衛東千田町（17－21），台北｝二｝∫（21－26），広
　差押出離　（26－29），　1三ヨ杵磯目　（29一　　）
　③広島文理科大学文学科（1946）；穏：藁語学
　④大分大学学芸学部助教授；聯立騒語研究所地方研究員・昭和28年一34年（大分県）
　⑤「方鷺のなまりはどのようにして馴すか」（腿一マ字阯界』490母）1956．ヂカタカナ
　による方言音の表口」　ぼ大分大学学芸学部研究紀要』第6号＞1957・『火分県方欝の
　旅』第3巻（松田疋義と共著，NHK大分放送筒版）1958．
里予　ラt　菊　雄（のもと。ぎくお〉
　①1922年9月10口
　⑫横須賀帝（0），東京都贔超区（0－1），神奈川県逗子町（1－3），佐［y＝保市（3－
　6），東京都品川区（6－7），呉市（7－8），鎌倉市（8－12），東京者【1港賑（12－14），
　東京都隣黒区〈14一＿19＞，静i劇了（19－21），東京都文京区（21－22），土浦市（22－24），
　東京都港区・中野区・目黒区：（24一　）
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　③凍京大学文学部露語学科（1948）；欝語学
　④雌泣雛i語研究所所貴
　⑤「櫻言調査の被調査者」（『計量圏語学』3号）1957・「虜然の境界とことばの魔界」
　（『言語蟹三薯舌』　83簿）　1958．
上村孝工（かみむら・たかじ）
　①1908年3月1娼｝
　②鹿児島県薩摩郡上甑村（G　一12＞，同県川内市（12－17），大阪宿港区（17－23），福
　ILYfgi，S　（23－26），　謬毒沙ト1奉天　（26－33），　鹿児1靖霊ゴ　（33一　　）
　③九州帝國大学法文学部圏文学科（1933）；醐語学
　④鹿児島大学教授；甲立園語研究所地：方研多芒畏・昭和24年一34年（鹿児島県）
　⑤「奄美大島方欝の発駕こついて」（鹿児1島大学文理学部研究紀要『文心妻｝報告譲4・暑D
　1955．「九州篠i南部旧識における長彫音について」（匿語文研究』4・5・場）1956・r爾九
　蝿方言音の分布を中心に」（罪科報告』6・腎）1957．
柴田　武（しばた・たけし）
　①1918年7月玉座
　②名古墨市熱田区（0－5），同市千種区（5－20），東旗都（20一　）
　③下京帝国大学文学部纂潔1学科（1942）；㌶語学・トノレコ語
　④国立国語研究所所員
　⑤『El本の方言』岩波新書，1958．「四球・与肺門llみ方薪の音韻」（園立圃語｛Vi；究所論集
　1区ことばの研究のユ959・「方言の古い麟と新しい1翻（贈語生活』83号）1958・
上村牽雄（うえむら・ゆきお）
　（11）1929年7月2H
　②東京都世田谷区（0－7），熊本県宇土郡三角III∫（7－8），熊本晦（8－9），東京
　港1～1…1黒墜二（9－10），　岡塁i＝i　1ヨ谷距ζ（10一）
　③菓京大学文学部雷語学科（1952）；雷語学・圏語学
　④国立一語研究所所員
　⑤r奄美大島方言の一考察一一晦飯方言の文法」（，r入類科学』9）1957．職1球諸方言
　の‘1・2音節名詞’のアクセントの概翻（国立圓語研究所論集1『ことばの研究』）
　1959ぼ琉球語1（平凡社『世界大百科辞典』）1959・
醒立国藷研究厨
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